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１． 概要

◼ １号機PCVの耐震性向上として、PCVの水位低下を計画している。また、PCV
水位低下に向け水位計や取水設備の設置を検討している。

◼ 知見の拡充を目的にS/C内包水の水質やS/C底部状況の確認のため、PCV水位
計や取水設備の設置候補であるCUW配管から、これら設備の設置前にS/C内
包水のサンプリング作業(S/C底部カメラ調査含む)を実施。
作業期間：11月15～17日
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２． S/C底部の状況（堆積物・構造物の状況）

今回のカメラ調査の範囲において、以下を確認。

◼ S/C底部には茶褐色に見える堆積物が、表面を覆っていることを確認した。

◼ S/C底部の構造物（ダウンカマなど）に異常は確認されなかった。

◼ S/C内構造物表面の塗装の剥離等は確認されなかった。

S/C底部の視認範囲は、CUW配管下端から約１～２ｍの範囲
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３． S/C底部の状況（堆積物）
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（補足）写真中の浮遊物は調査した範囲全体で確認された

切りかき



４． S/C底部の状況（構造物）
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５．CUW配管内の状況

◼ CUW配管内の目視確認の結果、今後、設置を検討している設備（水位計、取水設
備）に影響が出るような異常は確認されなかった。

◼サンプリングについて、上中下の3ヵ所について採取。

◼線量測定(参考)について、水中線量計の故障により、上部の測定のみとなった。
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TP約6000 S/C頂部



測定項目 単位 CUW配管内上部 CUW配管内中部
CUW配管下端

(S/C下部)

Cs-134 Bq/L 4.19E+07 5.61E+07 6.11E+07

Cs-137 Bq/L 2.55E+09 3.38E+09 3.64E+09

Sr-90 Bq/L 4.17E+07 7.57E+07 7.95E+07

H-3 Bq/L 1.74E+07 2.14E+07 2.24E+07

全β（参考） Bq/L 2.43E+09 3.24E+09 3.42E+09

全α Bq/L 分析中 分析中 分析中

※pH - 分析中 分析中 分析中

※導電率 μS/cm 分析中 分析中 分析中

Cl mg/L 分析中 分析中 分析中

Ca mg/L 分析中 分析中 分析中

Mg mg/L 分析中 分析中 分析中

Na mg/L 分析中 分析中 分析中

SS mg/L 分析中 分析中 分析中

TOC mg/L 分析中 分析中 分析中

油分 mg/L 分析中 分析中 分析中

発泡性 - 分析中 分析中 分析中

６．S/C(CUW配管)の内包水サンプリング結果（１／２）
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補足）

・※については、試料のラボへの持ち込み線量基準（1mSv/h）を満足させるため、採取量が少量になったことから精製水にて100倍希釈しており、

その影響があるため参考値として記載

・細菌関係については別途分析中

滞留水処理への影響確認、PCV内の状況把握のため



測定項目 単位 CUW配管内上部 CUW配管内中部
CUW配管下端

(S/C下部)

Co-60 Bq/L <5.68E+05 <6.26E+05 <7.61E+05

Ru-106 Bq/L <2.34E+07 <2.81E+07 <2.69E+07

Sb-125 Bq/L <1.58E+07 <1.80E+07 <1.87E+07

Eu-154 Bq/L <1.61E+06 <2.00E+06 <1.94E+06

Am-241（γ） Bq/L <2.17E+06 <2.55E+06 <2.56E+06

I-129（γ） Bq/L <1.78E+07 <2.07E+07 <2.15E+07

Ag-108m Bq/L <5.36E+06 <6.12E+06 <6.30E+06

Ba-133 Bq/L <5.63E+06 <6.37E+06 <6.62E+06

I-129（β） Bq/L 分析中 分析中 分析中

Al mg/L 分析中 分析中 分析中

６．S/C(CUW配管)の内包水サンプリング結果（２／２）

7



◼今回の調査やサンプリング結果等の知見について、今後計画しているPCV水位低
下の手順や設備設計の検討に反映する。今後、S/Cの水位低下に合わせて、放射
能評価について検討していく。また、１Fにおける事故調査にも活用していく。

７．今後について
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参考．PCV(S/C)水位低下関連作業の工程（予定）
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号機
2022年度 2023年度 2024年度

下期 上期 下期 上期

1号機

PCV(S/C)水位計設置

S/Cサンプリング

CUW逆止弁開放
準備(水素滞留対策)

調整中

準備

検討・準備

試運用(検証含む)

PCV水位低下
の実施時期は

検討中

PCV常設監視計器(水位･温度)の取替

PCV閉じ込め機能の確認試験※1



参考．１号機PCV水位計設置の計画

101号機PCV水位計と高さの関係

◼ 現在、1号機PCV水位は、PCV常設水位計およびS/CN2封入圧力計による水位換算により監視してい
るが、S/C下部側は測定範囲外であり、水位低下作業を実施するには測定範囲や信頼性に課題。

◼ 水位低下作業に万全を期するため、測定範囲の広い水位計の新設を計画。

◼ S/C CUWライン バブラ式水位計新設

✓ 概要：バブラ管をCUWラインからS/Cに投入し、バブラ式水位計を構築。

連続監視可能であり、測定範囲も広い。

✓ 計測範囲：PCV内グレーチングからCUWライン下側(TP.8253~253)。

測定範囲 凡例

新PCV水位計：

PCV常設水位計：

S/CN2封入圧力計：
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（水位計取付箇所）

逆止弁
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◼視野角（パンチルト機能）

• 水平：３６０度（±１８０度）

• 上下：２７０度（±１３５度）

• ズーム：光学１０倍、デジタル５倍

◼ 照明 白色ＬＥＤ ２灯

◼防水性 水深４０ｍまで使用可能

参考. パンチルトカメラの仕様について
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※ ニスコ（株）カタログ抜粋


